
平成22年度第１回技術発表会 良好な沿岸域環境の継承と創造および、循環型社会への対応

貝殻利用技術「JFシェルナース」
－廃棄貝殻を利用した水域環境の保全創造技術－

全国漁業協同組合連合会全国漁業協同組合連合会



日本の海と海岸線日本の海と海岸線
島国は複雑で長い海岸線を持つ

火山活動の隆起や沈降、火山、河川、
砂浜、サンゴ礁などには多種多様な海
岸構成物が存在する岸構成物が存在する。

もともとは天然の良港？
急峻な川から流れ込む土砂や栄
養塩、多様な勾配を持つ干潟や
砂浜、浸食によってできる棚や崖

もともとは天然の良港？
利用しやすいところから、
利用しやすい形に整え

多様で複雑な地形

たり、固めたりして利用
してきた
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多様な生物と豊かな生産力多様な生物と豊かな生産力

今年５月のマダイ・ブリの大漁 網代港の定置網
（秋田男鹿半島南磯台島） で水揚げされる

マルソーダガツオ
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１．課題

１）良好な沿岸域環境の継承と創造
→ 生物多様性と生産性の向上

２）循環型社会への対応
→ 廃棄貝殻の有効利用
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これまでの水産施策の
取り組み

生物を増やすには

①稚魚を放流

②場の造成

③獲らない
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廃棄貝殻の有効利用
貝殻の年間発生量（全国）

貝 殻 量
（ m3 ）

貝 殻 量
（ m3 ）

貝 殻 量
（ m3 ）

ホタテガイカキ アコヤ

貝殻の年間発生量（全国） （ m3 ）（ m3 ）（ m3 ）
全 国 557,867 360,188 17,500
広 島 282,400 - x
宮 城 128,267 9,250 -
岡 山 48 800岡 山 48,800 - -
岩 手 35,200 4,250 -
兵 庫 14,933 - -
三 重 12,533 - 1,842
北 海 道 10,400 279,438 -
石 川 5,067 - -
長 崎 3,733 0 6,447
福 岡 3 733 - x福 岡 3,733 x
新 潟 3,467 - -
香 川 3,467 - -
愛 媛 1,867 - 7,368
京 都 1 333

カキ、ホタテ、真珠などカキ、ホタテ、真珠など

京 都 1,333 - -
静 岡 800 - -
島 根 533 - x
佐 賀 533 - 0カキ、ホタテ、真珠などカキ、ホタテ、真珠など

約約100100万万mm33 ／年／年

佐 賀
徳 島 267 - x
大 分 267 - 0
福 島 0 0 -
福 井 0 0 0

参考：農林水産省発表 平成21年漁業・養殖業生産統計

福 井 0 0 0
青 森 - 67,313 -
熊 本 - - 921
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貝殻利用の特徴

8



２．技術の概要

これまで廃棄処分されていたカキ・ホタテなど貝類養
殖の副産物である貝殻を利用し、水質浄化を図ると
共に、生物に適した多様な場を提供することで微生物
や小型生物を育み、餌場や隠れ場ともなることから、

創

JFシェルナ スの特徴JFシェルナ スの特徴

豊かな海洋環境を創生するものである。

JFシェルナースの特徴

・貝殻をリサイクル利用した人工構造物

JFシェルナースの特徴

・貝殻をリサイクル利用した人工構造物

・生物増殖機能（餌場・隠れ場・産卵場）に優れている

・貝殻基質を漁業者が製作する

・生物増殖機能（餌場・隠れ場・産卵場）に優れている

・貝殻基質を漁業者が製作する貝殻基質を漁業者が製作する

・エコマークなどの認定を受けている

登録技術（登録番号 ） ある

貝殻基質を漁業者が製作する

・エコマークなどの認定を受けている

登録技術（登録番号 ） ある・NETIS登録技術（登録番号ＣＧＫ‐060001‐A）である・NETIS登録技術（登録番号ＣＧＫ‐060001‐A）である



３．技術のイメージ（JFシェルナース）３．技術のイメージ（JFシェルナース）技術 （ ナ ）技術 （ ナ ）

貝殻基質の製作貝殻基質の製作 完成したシェルナース完成したシェルナース

設置後の効果設置後の効果設設 置置



JFシェルナースの製作状況（2分半）
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海域の条件に合わせた設計が可能（高さ海域の条件に合わせた設計が可能（高さ0.50.5ｍ～ｍ～1010ｍ程度）ｍ程度）

バラエティに富んだ構造と応用される機種バラエティに富んだ構造と応用される機種

2.22.2型（高さ型（高さ2.2m2.2m、標準の重量：、標準の重量：7.47.4ｔ）ｔ）

シェルナースブロックシェルナースブロック

（重量：（重量：11ｔ、ｔ、22ｔ）ｔ）

1.01.0型型（高さ（高さ0.7m0.7m、標準の重量：、標準の重量：1.51.5ｔ）ｔ）ブロック装着タイプブロック装着タイプ



４．特徴
1)生物培養試験 （使用したテストピース）1)生物培養試験 （使用したテストピ ス）

標準テストピース標準テストピース
（（直径直径1515㎝㎝、長さ、長さ3030㎝㎝））

コンクリートシリンダーコンクリートシリンダー
（（直径直径1515㎝㎝、長さ、長さ3030㎝㎝））（（直径直径1515㎝㎝、長さ、長さ3030㎝㎝）） （（直径直径 、長さ、長さ ））



生物培養試験結果 貝殻に付着するエビ・カニ類は最大294倍

餌生物が増えれば魚も増えます餌生物が増えれば魚も増えます餌生物が増えれば魚も増えます餌生物が増えれば魚も増えます 1111年間の調査結果年間の調査結果



宮城県南三陸町で取得したデータの種類数をみると、
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H18.6
(8ヶ月)

H20.9
(2年11ヶ月)

H21.9
(3年11ヶ月)(8ヶ月) (2年11ヶ月) (3年11ヶ月)

調査年月（経過年月）

コンクリート基質だけではなく、貝殻基質を組み合わせることに
より、生物の種類数が増える

15
生物多様性の向上に役立つ生物多様性の向上に役立つ



２）小動物の保護育成、および藻場機能

貝殻パイプの中に隠れる稚魚（アイナメ） 稚ナマコ（青森県平内町 漁港内、1年経過）貝殻パイプの中に隠れる稚魚（アイナメ）

シェルナース2.2型上面に繁茂したアラメ

（宮城県南三陸町、水深7m、2年11ヶ月経過） しっかり着生するので、はがれにくい



３）水質浄化実験
写真1 実験装置（左：対照区、右：試験区）

試験区

海中設置後1年8ヶ月経過したシェルナース
基質を使用基質を使用

対照区

海中に設置していない基質を使用
写真2 実験開始直後の状況

添加したもの

植物プランクトン（珪藻類）を100cc添加

試験区では30分後から濁りが取れ始める

写真4 実験開始5時間後の状況

対照区では5時間経過後も開始直後からの
変化が見られなかった。

このことから、シェルナース基質に生息す
る固着・潜入動物は水中の植物プランクト
ンを摂餌し、海域の水質浄化に貢献してい
る とがわか た
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ることがわかった。



４）貝殻の有効利用と漁業者の雇用

岩手県岩手県

青森県青森県



５）第3者機関による評価

①取得した環境ラベル認定・登録（9個）

エコマークエコマーク バイオマスマークバイオマスマーク

②取得した環境技術認定など②取得した環境技術認定など

・・平成平成2020年度農林水産大臣賞受賞（農林水産技術会議）年度農林水産大臣賞受賞（農林水産技術会議）

・平成・平成2121年度「知財功労賞」特許庁長官賞年度「知財功労賞」特許庁長官賞

・平成・平成2222年度科学技術賞技術部門（文部科学省）年度科学技術賞技術部門（文部科学省）

閉鎖性海域における水環境改善技術分野



５．実績について

①平成7年度に水産基盤整備事業
で初めて採用

・新潟港湾･空港整備事務所

新潟港（西港地区）信濃川左岸新潟港（西港地区）信濃川左岸
護岸改良工事（H21年度）

・北九州港湾・空港整備事務所

北九州港（洞海地区）藻場築造
外１件試験工事（H21年度）

②設置後の調査割合：256％②設置後の調査割合：256％

（平成9～18年設置地区 280ヶ所
に対し 717回の調査を実施）に対し、717回の調査を実施）



平成21年度に生物共生型護岸実験事業で
採用（新潟港 北九州港）採用（新潟港、北九州港）

JFシェルナースSF型のイメージ

生物共生型護岸の共生床に生物共生型護岸の共生床にJFJFシェルナースを用いることでシェルナースを用いることで
生物の生息環境を整備生物の生息環境を整備

21生物共生型護岸のイメージ



貝殻で・・・生物の多様性、生物共生、そして人とのつながりへ
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東北地区 調査映像２分（宮城県、青森県、岩手県）



６.適用・事例について
１）生物共生型の港湾施設の提案①１）生物共生型の港湾施設の提案①
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生物共生型の港湾施設の提案②
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2）藻場・干潟等の浅場修復・保全



７．貝殻利用技術の普及活動
貝殻お絵かき貝殻お絵かき シェルナース基質製作体験シェルナース基質製作体験

シェルナースの生き物観察シェルナースの生き物観察
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参加者（平成22年6月現在）

JF関係JF関係
JF全漁連(事務局)
県域JF 9会員

学識者
清野 聡子 （九州大学大学院 准教授）
津村 憲 （東海大学生物理工学部 教授）津村 憲 （東海大学 物 学部 教授）
山本 民次 （広島大学大学院 教授）
鷲尾 圭司 （水産大学校 理事長）

企業
㈱エコニクス
㈱大本組
海洋建設㈱
㈱片山化学工業研究所

㈱環境総合テクノス
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宮崎県細島港の試験

29実施者：㈱大本組実施者：㈱大本組



貝殻利用技術の開発 可能性の追求貝殻利用技術の開発、可能性の追求

貝殻＝副産物：バイオマス資源として利用

毎年できる天然素材 かつ安心 安全毎年できる天然素材、かつ安心・安全

海の環境改善に利用海の環境改善に利用
豊かな生態系の保全・回復に

海域環境保全 改善素材（ 潟 藻場再生）海域環境保全・改善素材（干潟・藻場再生）

自然共生型の港湾・海岸施設

ゆとりや憩いの場づくりにも
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